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アメリカの大学での動向アメリカの大学での動向

学 が提携 性差を う う き大学間が提携し、性差を是正しようという動き

２００１年９つの大学が大学が集結し、女性教職員
の自然科学工学の部門にもっと多く取り入れること
を採択(Caltech, Harvard, MIT, Princeton, Stanford, (
UC Berkeley, U of Michigan, U-Pen, Yale)
直後に、プリンストン大学学長TilghmanはThe Task直後に、プリンストン大学学長TilghmanはThe Task 
Force on the Status of Women Facultyを設置し、長

期的に女性教職員をより多く集めるための方策の期的に女性教職員をより多く集めるための方策の
検討開始



プリンストン大学の動向プリンストン大学の動向

年 ケ ト調査を実施２００２～２００５年にアンケート調査を実施。
その結果、分かったこと：

女性は男性より昇進に時間がかかる

Tenureを取るための適切なmentoringシスTenureを取るための適切なmentoringシス
テムがない

Pipe lineの漏れ（女性の博士号取得者が教Pipe-lineの漏れ（女性の博士号取得者が教
職員になる確率が低い）

が が女性のほうが家族の負担が大きいと感じてい
る（育児の問題、two-bodyの問題など）



プリンストン大学の動向プリンストン大学の動向
職場環境に関しての満足度は男女で感じ方が職場環境に関しての満足度は男女で感じ方が
大きく異なる

約半数の男性は女性は昇進昇給で優遇されている約半数の男性は女性は昇進昇給で優遇されている
と感じているのに対し、女性でそう感じているのはわ
ずか５％ずか

ほとんど全部の男性はリソース分配で女性と差がな
いと感じているのに対し、女性は約３０％が女性のいと感じているのに対し、女性は約３０％が女性の
ほうがなんらかの不利な待遇をされていると感じて
いる

男性のほうが圧倒的に仕事に対して満足感を
持ち、自分の声が反映されていると思っている持ち、自分の声が反映されていると思っている



プリンストン大学の動向プリンストン大学の動向

男女同等化へ向かって：

1 女性教職員を増やすための資金設置1. 女性教職員を増やすための資金設置

2. 男女同等化対策のための特別管理職を設置

3. ファミリーフレンドリーな環境作り

4 各学部の政策改善 実施の監督4. 各学部の政策改善、実施の監督

5. 男女同等化の明文化



プリンストンの動向プリンストンの動向

２００１年以降、女子学生（学部生）が増えてい
るが、大学院生ではその傾向が見られない。、 傾 見

女性教職員も微増している。

リ ドリ なプ 向上が見られファミリーフレンドリーなプランの向上が見られ
る。



アメリカのその他の大学アメリカのその他の大学
プリンストン大学は総学生数７０００人程度の（学部プリンストン大学は総学生数７０００人程度の（学部
生は４８５０人）中ぐらいのサイズの４年制私立総合
大学大学

州立は？

例 アイオワ州立大学（男性学長）→例：アイオワ州立大学（男性学長）

学生数：学部生27,000人、ビジネス、教育学などの
人文系 か 学 獣 学など 理系もある人文系のほか、工学、獣医学などの理系もある

2006-2011: $3.3 millionのInstitutional 
Transformation Grantを受け、大掛かりなFaculty 
Satisfaction調査を実施している



アイオワ州立大学のアンケート結果アイオワ州立大学のアンケート結果

アイオワ州立大学でも私立のプリンストン大
学同様、女性教員は職場環境に不平等感を学同様、 性教員 職場環境 不平等感を
持ち、仕事とプライベートの両立の困難に直
面している面している。

プリンストン大学より、mentoringシステムの
満足度は高満足度は高い。



アメリカの大学の男女不平等解決策アメリカの大学の男女不平等解決策

多くの大学が（州立か私立か サイズの大小多くの大学が（州立か私立か、サイズの大小、
学長が男性か女性かなどに関わらず）このよう
な調査を実施し 同様な問題を提起しているな調査を実施し、同様な問題を提起している。

そして、男女不平等をなくすための様々な解決
策を示している。

その中で 特にハーバード大学のものを参考その中で、特にハーバード大学のものを参考
にし、アメリカの大学の男女同等企画の解決
策をまとめる策をまとめる。



ハーバード大学の動向ハーバード大学の動向

I  2005  th  U i it  d th  In 2005, the University announced the 
formation of two Task Forces—the Task 
Force on Women Faculty and the Task 
Force on Women in Science and 
Engineering—to "develop concrete 
proposals to reduce barriers to the 
advancement of women faculty at 
Harvard.“
2007年から女性学長





MEN SPEAK UP!



女性研究者が考えるべきこと
より抜粋Jane H. Hill (1996)より抜粋

大学院の面接や就職面接をする前大学院の面接や就職面接をする前：

先輩たちとネットワーク作りをして情報集め

指導教官をもっと利用しよう：ヘルプを依頼する
のをためらう必要はないが、アドバイザーに必要を う必要 な 、ア イザ 必要
な書類などをタイムリーに渡すこと

「前向きな自分」を見せるべき「前向きな自分」を見せるべき



就職面接で：
リサーチに関する資料、教授に関する資料など、よく
準備すること

面接で給与、契約の延長、使用機器やスペース、最
初の学期の授業数の相談、自分のプライベートパート初の学期の授業数の相談、自分のプライ トパ ト
ナーの仕事、チャイルドケアの支援など、聞いても問
題はない題はない

もちろん面接官はあなたの要求に全て「NO」と言うか
もしれない その時が 本当にその仕事を望んでいるもしれない。その時が、本当にその仕事を望んでいる
のか考える時

もし他の大学などから仕事のオファ などが来ていたもし他の大学などから仕事のオファーなどが来ていた
ら、それを待遇改善に利用すべき



職場で : 
他の職員とネ トワ ク作り（男性女性に関わらず 自分の他の職員とネットワーク作り（男性女性に関わらず、自分の
学部外の人も含め）

女性教職員たちとグル プを作ろう 女性研究の学習サ ク女性教職員たちとグループを作ろう。女性研究の学習サーク
ルや研究会などに行くことで、そういう人たちと知り合える。

tenure clock  育児休暇制度  研究のための休職制度などtenure clock, 育児休暇制度, 研究のための休職制度など

、大学の制度を熟知すべき。しかし、それを使いすぎてはい
けない（大学はあなたの能力がほしくて雇ったのだから）学部
長、学科長などとインフォーマルな話し合いをすべき

学部学科職員たちと、よい関係を築くこと。彼らに親しく、か
つプロとして接することはもちろん、ちょっとした贈り物やカー
ドを渡すなどの心遣いをする

必要以上 仕事量を受けたときには 学科長学部長などに必要以上の仕事量を受けたときには、学科長学部長などに
遠慮なく言おう



もし給与や仕事量、オフィススペースなど、待遇もし給与や仕事量、オフィスス スなど、待遇
で差別を経験したら

ネットワ クを使おう 信頼できる女性の同僚に 本ネットワークを使おう。信頼できる女性の同僚に、本
当に差別されているのかチェックしてもらう。

学科長学部長などと まずはイン ルな形で学科長学部長などと、まずはインフォーマルな形で
話し始めよう。事実を証明する書類やこの問題を解
決するためのアイデアを準備しておこう決するためのアイデアを準備しておこう

そういう「接触記録」をしっかり取っておく。万が一、
後に正式な行動をしなければならなくなった時に必
要。

他の女性教職員で、似たような境遇の人がいないか
探そう。



これからもこれからも
いい職場環境作りについていい職場環境作りについて

考えて行きましょう。

tshibata@princeton.edu


